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研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　診療グループ　　　　　職　種　　医師　　　　　　氏　名　　馬渡　晃弘

	期　　間　　西暦2021年9月19日　～　西暦2021年9月21日
（オンデマンド：令和3年11月30日まで）

	出張目的　第117回日本精神神経学会学術総会

	出 張 先　国立京都国際会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今年は現地とオンラインとのハイブリッド方式での開催であった。自身はオンライン参加としたが、興味がある演題を自由に聴講できたのは良かった点ではないかと思う。

精神疾患の多くは病理所見を伴わない特殊性があり、さらに環境的、遺伝的な要因も加わり病態の完全な解明には依然困難を極めている。しかしそういった状況のなかでも近年の検査法、治療法の開発により、その病態の解明には徐々に進展がみられてきている。バイオマーカーや新たな治療薬の研究も着実に進んでおり、今後の標準的治療法や診断基準が大きく変化する可能性がある。そういった精神科医療をとりまく環境のなかで知識のアップデートを常に怠ることなく、最新最良の医療を提供できるように精進を続ける所存である。
そのほか日本精神神経学会専門医制度指導医の資格更新に求められる研修会に参加し、更新要件を満たした。
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